
　予算とは、１年間の収入（歳入）と支出（歳出）に関する見積も
りをまとめた「計画」のことです。
　決算とは、実際の収支をまとめた「実績」に当たります。

予 算 ・ 決 算 と は ？

市 の 会 計 は ３ 種 類
　福祉や教育、道路整備など、市政運営の基本とな
る会計です。

　国民健康保険や介護保険など、一般会計と区分す
る必要がある特定事業の会計です。

　企業経営という観点から、独立して経理する会計
です。

一般会計

特別会計

企業会計
※本文中の金額は、１万円未満を四捨五入しています。
　市民１人当たりの計算は、平成25年３月31日現在の人口（114,003人）を基にしています。
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平成24年度の主な事業

す。

予算額 499億6,072万円

歳　入 466億6,819万円

歳　出 439億5,926万円

●歳入歳出差引額（歳入－歳出）

●平成25年度へ繰り越すべき財源

●実質収支額（Ａ－Ｂ）

27億　893万円…Ａ

5億3,351万円…Ｂ

21億7,542万円

466億6,819万円

市税
157億5,119万円
　　  33.8％

地方交付税
90億4,332万円
　　　 19.4％

国庫支出金
52億8,058万円
　　   11.3％

国庫支出金
52億8,058万円
　　   11.3％

市債
51億9,120万円 11.1％
市債
51億9,120万円 11.1％

県支出金
29億6,644万円 6.4％
県支出金
29億6,644万円 6.4％

繰越金
24億5,196万円 5.2％
繰越金
24億5,196万円 5.2％

その他
分担金・負担金、使用料・手数料など
59億8,350万円 12.8％

その他
分担金・負担金、使用料・手数料など
59億8,350万円 12.8％

■市税：市民税や固定資産税など、市民の皆さ
　　んに納めていただいたお金です。

■地方交付税：市の財政状況に応じて国から交
　　付されたお金です。

■国庫支出金：特定の事業を行うために国から
　　交付された負担金、補助金などのお金です。

■市債：特定の事業を行うために、国などから
　　借り入れたお金です。

■県支出金：特定の事業を行うために、県から
　　交付された負担金・補助金などのお金です。

■繰越金：前年度から持ち越された剰余金のこ
　　とをいいます。事業を持ち越すことで必要
　　になったお金も含みます。

■分担金・負担金：市の事業で特定の利益を受
　　けた人に負担していただいたお金です。
　使用料・手数料：市の施設の使用や、住民票
　　の交付など、特定の行政サービスを受けた
　　人に負担していただいたお金です。

市たばこ税　6,658円　4.8％ その他（軽自動車税など）　2,506円　1.8％

民生費
148億7,530万円
　　　　33.8％

総務費
72億6,452万円
　　   16.5％

土木費
49億3,130万円
　　 11.2％

土木費
49億3,130万円
　　 11.2％

公債費
47億4,353万円
　　 　10.8％

公債費
47億4,353万円
　　 　10.8％

教育費
35億4,162万円
　　　　8.1％

教育費
35億4,162万円
　　　　8.1％

衛生費
29億7,501万円
　　　6.8％

衛生費
29億7,501万円
　　　6.8％

農林水産業費
17億3,263万円

3.9％

農林水産業費
17億3,263万円

3.9％

439億5,926万円

■民生費：社会福祉や医療助成など、安定した
　　社会生活を保障するために使ったお金です。

■総務費：市庁舎の維持管理や戸籍、徴税、選
　　挙、監査事務など市の総括的な事務に使っ
　　たお金です。

■土木費：道路、河川、公園、市営住宅などの
　　整備や維持管理に使ったお金です。

■公債費：国などから借り入れたお金（市債）
　　の返済などに使ったお金です。

■教育費：幼稚園や小中学校、社会教育や保健
　　体育など、教育各般に使ったお金です。

■衛生費：健康診断や各種検診、ごみ処理など、
　　健康で衛生的な生活環境を保つために使っ
　　たお金です。

■農林水産業費：農業、林業、水産業の振興に
　　使ったお金です。

■議会費：議会の運営などに使ったお金です。
　商工費：商工業の振興や観光の振興などに使
　　ったお金です。
　消防費：消防や救急活動に使ったお金です。
　災害復旧費：災害によって道路や農地、山林
　　などに生じた被害を復旧するために使った
　　お金です。

議会費、商工費、消防
費、災害復旧費など
38億9,535万円
　　　　8.9％

その他

市の借金返済　41,609円 10.8％
道路・公園等の整備　43,256円 11.2％ 農林水産業の振興

15,198円 3.9％

　

平
成
24
年
度
の
西
条
市
の
決
算

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入

４
６
６
億
６
８
１
９
万
円
、
歳
出

４
３
９
億
５
９
２
６
万
円
で
、
差

し
引
き
２
７
億
８
９
３
万
円
の
剰

余
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち

翌
年
度
へ
繰
り
越
し
た
事
業
に
充

て
る
た
め
の
財
源
５
億
３
３
５
１

万
円
を
除
い
た
実
質
収
支
は
、
２

１
億
７
５
４
２
万
円
の
黒
字
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
特
別
会
計
の
決
算
状

況
や
そ
の
概
要
は
、
別
記
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
厳
し
い
財
政

環
境
が
続
く
中
、
休
日
夜
間
急
患

セ
ン
タ
ー
の
開
設
や
ま
ち
づ
く
り

基
盤
整
備
事
業
等
の
計
画
的
な
実

施
と
と
も
に
、
産
業
の
振
興
、
雇

用
の
創
出
な
ど
、
重
要
か
つ
緊
急

性
の
高
い
施
策
を
厳
選
し
、
限
ら

れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
な
が

ら
、
市
域
の
均
衡
あ
る
発
展
と
更

な
る
融
和
一
体
化
に
向
け
て
、
各

種
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

　

今
後
と
も
、
効
率
的
な
行
財
政

運
営
を
基
本
と
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
安
全
と
安
心
を
よ
り
実
感
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
明
る
く
開
か
れ
た
民
主

的
な
市
政
を
め
ざ
し
て
全
力
投
球

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

固定資産税
73,574円　53.3％

市民税
55,427円　40.1％

固定資産税
73,574円　53.3％

福祉の充実
130,482円 33.8％

市の運営
63,722円
16.5％

その他　
34,168円
8.9％

福祉の充実
130,482円 33.8％

市の運営
63,722円
16.5％

その他　
29,043円
8.0％

その他　
34,168円
8.9％

市民税
55,427円　40.1％

教育・文化　31,066円　8.1％ 健康・衛生　26,096円 6.8％
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　予算とは、１年間の収入（歳入）と支出（歳出）に関する見積も
りをまとめた「計画」のことです。
　決算とは、実際の収支をまとめた「実績」に当たります。

予 算 ・ 決 算 と は ？

市 の 会 計 は ３ 種 類
　福祉や教育、道路整備など、市政運営の基本とな
る会計です。

　国民健康保険や介護保険など、一般会計と区分す
る必要がある特定事業の会計です。

　企業経営という観点から、独立して経理する会計
です。

一般会計

特別会計

企業会計
※本文中の金額は、１万円未満を四捨五入しています。
　市民１人当たりの計算は、平成25年３月31日現在の人口（114,003人）を基にしています。

▲

休
日
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間
急
患

　

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

平成24年度の主な事業

す。

予算額 499億6,072万円

歳　入 466億6,819万円

歳　出 439億5,926万円

●歳入歳出差引額（歳入－歳出）

●平成25年度へ繰り越すべき財源

●実質収支額（Ａ－Ｂ）

27億　893万円…Ａ

5億3,351万円…Ｂ

21億7,542万円

466億6,819万円

市税
157億5,119万円
　　  33.8％

地方交付税
90億4,332万円
　　　 19.4％

国庫支出金
52億8,058万円
　　   11.3％

国庫支出金
52億8,058万円
　　   11.3％

市債
51億9,120万円 11.1％
市債
51億9,120万円 11.1％

県支出金
29億6,644万円 6.4％
県支出金
29億6,644万円 6.4％

繰越金
24億5,196万円 5.2％
繰越金
24億5,196万円 5.2％

その他
分担金・負担金、使用料・手数料など
59億8,350万円 12.8％

その他
分担金・負担金、使用料・手数料など
59億8,350万円 12.8％

■市税：市民税や固定資産税など、市民の皆さ
　　んに納めていただいたお金です。

■地方交付税：市の財政状況に応じて国から交
　　付されたお金です。

■国庫支出金：特定の事業を行うために国から
　　交付された負担金、補助金などのお金です。

■市債：特定の事業を行うために、国などから
　　借り入れたお金です。

■県支出金：特定の事業を行うために、県から
　　交付された負担金・補助金などのお金です。

■繰越金：前年度から持ち越された剰余金のこ
　　とをいいます。事業を持ち越すことで必要
　　になったお金も含みます。

■分担金・負担金：市の事業で特定の利益を受
　　けた人に負担していただいたお金です。
　使用料・手数料：市の施設の使用や、住民票
　　の交付など、特定の行政サービスを受けた
　　人に負担していただいたお金です。

市たばこ税　6,658円　4.8％ その他（軽自動車税など）　2,506円　1.8％

民生費
148億7,530万円
　　　　33.8％

総務費
72億6,452万円
　　   16.5％

土木費
49億3,130万円
　　 11.2％

土木費
49億3,130万円
　　 11.2％

公債費
47億4,353万円
　　 　10.8％

公債費
47億4,353万円
　　 　10.8％

教育費
35億4,162万円
　　　　8.1％

教育費
35億4,162万円
　　　　8.1％

衛生費
29億7,501万円
　　　6.8％

衛生費
29億7,501万円
　　　6.8％

農林水産業費
17億3,263万円

3.9％

農林水産業費
17億3,263万円

3.9％

439億5,926万円

■民生費：社会福祉や医療助成など、安定した
　　社会生活を保障するために使ったお金です。

■総務費：市庁舎の維持管理や戸籍、徴税、選
　　挙、監査事務など市の総括的な事務に使っ
　　たお金です。

■土木費：道路、河川、公園、市営住宅などの
　　整備や維持管理に使ったお金です。

■公債費：国などから借り入れたお金（市債）
　　の返済などに使ったお金です。

■教育費：幼稚園や小中学校、社会教育や保健
　　体育など、教育各般に使ったお金です。

■衛生費：健康診断や各種検診、ごみ処理など、
　　健康で衛生的な生活環境を保つために使っ
　　たお金です。

■農林水産業費：農業、林業、水産業の振興に
　　使ったお金です。

■議会費：議会の運営などに使ったお金です。
　商工費：商工業の振興や観光の振興などに使
　　ったお金です。
　消防費：消防や救急活動に使ったお金です。
　災害復旧費：災害によって道路や農地、山林
　　などに生じた被害を復旧するために使った
　　お金です。

議会費、商工費、消防
費、災害復旧費など
38億9,535万円
　　　　8.9％

その他

市の借金返済　41,609円 10.8％
道路・公園等の整備　43,256円 11.2％ 農林水産業の振興

15,198円 3.9％
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固定資産税
73,574円　53.3％

市民税
55,427円　40.1％

固定資産税
73,574円　53.3％

福祉の充実
130,482円 33.8％

市の運営
63,722円
16.5％

その他　
34,168円
8.9％

福祉の充実
130,482円 33.8％

市の運営
63,722円
16.5％

その他　
29,043円
8.0％

その他　
34,168円
8.9％

市民税
55,427円　40.1％

教育・文化　31,066円　8.1％ 健康・衛生　26,096円 6.8％
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国民健康保険 139億8,495万円 136億3,321万円 134億3,717万円 1億9,604万円
介護保険 97億4,781万円 97億7,645万円 95億5,999万円 2億1,646万円
 うち介護保険事業勘定 96億9,118万円 96億1,794万円 95億　456万円 1億1,338万円

0　円

 うち介護サービス事業勘定 5,663万円 1億5,851万円 5,543万円 1億　308万円
簡易水道事業 1億5,189万円 1億4,270万円 1億4,270万円 0　円
公共下水道事業 38億9,303万円 37億7,864万円 37億7,864万円 0　円
小規模下水道事業 7,696万円 6,757万円 6,757万円 0　円
港湾上屋事業 569万円 559万円 540万円 19万円
ひうち地域振興整備事業 3億1,743万円 3億1,098万円 3億1,098万円

267万円 84万円 84万円 0　円
2億2,770万円 2億2,380万円 2億2,380万円 0　円
3,196万円 3,055万円 3,055万円 0　円
438万円 425万円 425万円 0　円
2,730万円 2,600万円 1,297万円 1,303万円
307万円 134万円 111万円 23万円
429万円

13億4,808万円
436万円 241万円 195万円

298億2,721万円 293億4,087万円 288億8,408万円 4億5,679万円

土地開発事業
小松地域交流事業
本谷温泉事業
住宅新築資金等貸付事業
畑地かん水事業
庄内財産区

13億3,459万円 13億　570万円 2,889万円後期高齢者医療保険
壬生川財産区

合　　　計

会　計　区　分 予　算　額 歳　　入 歳　　出 差引（歳入－歳出）

市庁舎本館財政課　財政第２係
　　　　　　　　　℡0897－52－1271

土　　地 ‥‥ 2,939万7,736 平方メートル

建　　物 ‥‥‥　53万3,671 平方メートル

基　　金 ‥‥‥ 105億7,931 万円
※基金は、家計で言うと「貯金」にあたります。

有価証券 ‥‥‥‥‥　1,924 万円

出 資 金 ‥‥‥　 2億2,599 万円

債　　権 ‥‥‥‥ 5億8,982 万円

収入（収益）　　　7億7,088万円
支出（費用）　　　7億6,182万円
差引（収入－支出） 906万円

収入（収益）　　  1億9,111万円
支出（費用）　　  2億3,071万円
差引（収入－支出） △ 3,960万円

会　計　区　分 現　在　高

特別
会計
②

一般会計　① 433億1,019万円
2,997万円

6億9,340万円
226億4,431万円

8,101万円
5億9,460万円
1億5,618万円

368万円
242億　315万円
74億2,588万円
23億2,256万円
97億4,844万円
772億6,178万円

介護保険
簡易水道事業
公共下水道事業
小規模下水道事業
ひうち地域振興整備事業
小松地域交流事業
住宅新築資金等貸付事業

水道事業
病院事業

特別会計　計

企業会計　計
合計　①＋②＋③

企業
会計
③

平成16年９月29日
　この日に、私たち西条市民は台風による豪雨災害を経験しました。
　この年、10個の台風が日本列島に上陸し、そのうち６個が四国に上陸（年間上陸最多記録更新）。
　特に台風21号がもたらした豪雨は、１時間最大降水量が150mmを記録。市内でも土砂災害や河川
の氾濫により、５人の方の尊い命が失われました。
　また近年では、豪雨災害は全国的に発生しており、山口・島根両県では去る７月28日未明から、
翌29日の昼過ぎにかけて、断続的な豪雨が襲いました。
　豪雨災害から自分の身を守るためには、強い雨が降り出す前に避難をすることが重要です。
　「自分だけは大丈夫なはず」
　「きっとたいしたことない」
といった“災害時の思い込み”は捨て、
自分が率先して周りを巻き込むぐらいの
気持ちで“早めの避難・早めの行動”を
心がけましょう。
　平成16年台風災害を経験した私たちに
とって、豪雨災害は決して“人ごと”で
はないのです。

早めの避難・早めの行動を心がけて

　　　　　　

特別警報の発表を
８月30日から開始しています
　気象庁はこれまで、大雨や津波、高潮などにより
重大な災害の起こるおそれがある時に、警報を発表
して警戒を呼びかけていました。
　今回、より甚だしい大雨や大きな津波等が予想さ
れ、重大な災害による危険性が非常に高まっている
ことをお知らせし、特別な警戒を呼び掛けるために、
新たに「特別警報」の発表を開始しています。
　特別警報の対象とする現象は「東日本大震災」、
「伊勢湾台風」の高潮、紀伊半島に甚大な被害をも
たらした「平成23年台風第12号」の豪雨や、本年７
月末に発生した山口県豪雨等が該当します。
　特別警報が出た場合、数十年に一度しかないよう
な非常に危険な状況にあります。屋外の状況や、避
難指示・勧告等に留意し、ただちに命を守るための
行動をとってください。
　また、大雨等の被害を防ぐには、時間を追って発
表される注意報、警報やその他の気象情報を活用し、
早め早めの行動があなたや家族の命を守ります。
※詳細は気象庁ホームページでご確認ください。
　http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/index.html

公共情報コモンズの運用を
９月１日から開始します

　愛媛県内全市町で公共情報コモンズの運用が始ま
りました。公共情報コモンズは、安全・安心に関わ
る公的情報など、住民が必要とする情報が迅速かつ
正確に住民に伝えられることを目的としたひとつの
情報基盤です。
　地方自治体、ライフライン関連事業者など公的な
情報を発信する「情報発信者」と、放送事業者、新
聞社、通信関連事業者などその情報を住民に伝える
「情報伝達者」とが、この情報基盤を共通に利用す
ることで、効果的な情報伝達が実現できます。
　公共情報コモンズでは、全国の情報発信者が発信
した情報を、地域を越えて全国の情報伝達者に一斉
に配信できるので、住民はテレビ、ラジオ、携帯電
話、ポータルサイト、デジタルサイネージ等のさま
ざまなメディアを通じて情報を入手することが可能
になります。

■問合せ
　松山地方気象台防災業務課　℡089－933－3610

■問合せ
　市庁舎本館危機管理課危機管理係　℡0897－52－1281

平成16年台風災害から９年…

■問合せ　市庁舎本館危機管理課
　　　　　危機管理係　℡0897－52－1281 平成16年台風災害による被害平成16年台風災害による被害

※詳細は一般財団法人マルチメディア振興センター
　ホームページでご確認ください。
　http://www.fmmc.or.jp/commons/index.html
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